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●
山
本
昌
宏

（
市
民
連
合
・
西
区
）

・
被
爆
75
周
年

・
観
光
客
へ
の
お
も
て
な
し

・
市
民
の
健
康
づ
く
り

・
ご
み
処
理
事
業

・
災
害
時
の
避
難

・
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
活
用
し
た
教
育

・
広
島
高
速
５
号
線

●
近
松
里
子

（
日
本
共
産
党
・
中
区
）

・
核
兵
器
廃
絶

・
環
境
・
防
災
優
先
の
都
市
づ
く
り
を

・
く
ら
し
を
守
る
自
治
体
の
役
割

・
誰
も
が
自
分
ら
し
く
生
き
ら
れ
る
社

会
へ

●
豊
島
岩
白

（
自
民
党
・
市
民
ク
ラ
ブ
・
西
区
）

・
広
島
市
を
ア
ジ
ア
の
ジ
ュ
ネ
ー
ブ
に

す
る

・
ス
マ
ー
ト
シ
テ
ィ
の
推
進
と
オ
ー
プ

ン
デ
ー
タ
化

・
企
業
Ｃ
Ｓ
Ｒ
・
Ｃ
Ｓ
Ｖ
と
自
治
体
連
携

・
広
島
高
速
５
号
線

●
谷
口
修

（
自
民
党
・
保
守
ク
ラ
ブ
・
安
佐
南
区
）

・
西
風
新
都

・
広
域
公
園

●
椋
木
太
一

（
市
政
改
革
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
・
安
佐
南
区
）

・
平
和
記
念
式
典
等

・
Ｓ
Ｎ
Ｓ
教
育

・
感
染
症
予
防

・「
境
界
知
能
」
対
策

・
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

●
石
田
祥
子

（
公
明
党
・
佐
伯
区
）

・
不
妊
治
療
の
助
成
の
拡
充
と
普
及
啓
発

・
マ
イ
・
タ
イ
ム
ラ
イ
ン
の
推
進

・
イ
ン
ク
ル
ー
シ
ブ
教
育
の
推
進

●
平
岡
優
一

（
自
民
党
・
市
民
ク
ラ
ブ
・
中
区
）

・
広
島
城
天
守
閣

・
広
島
市
郷
土
資
料
館

・
被
爆
体
験
の
継
承
・
伝
承

・
広
島
市
中
心
部
の
水
害
対
策

・
都
心
の
活
性
化

豊島岩白
自民党・

市民クラブ

椋木太一
市政改革

ネットワーク

平岡優一
自民党・

市民クラブ

谷口修
自民党・

保守クラブ

石田祥子

公明党

問
本
市
に
国
連
機
関
・
国
際
機
関
の

集
積
を
図
り
、
拠
点
化
す
る
こ
と
の

意
義
は
大
き
い
。
今
後
さ
ら
に
外
務

省
と
の
連
携
を
強
化
し
、
誘
致
活
動

に
注
力
い
た
だ
き
た
い
が
ど
う
か
。

問
平
和
記
念
式
典
中
の
デ
モ
や
集

会
の
騒
音
に
つ
い
て
、
市
は
ど
う
捉

え
て
い
る
か
。
来
年
の
平
和
記
念
式

典
を
静
謐
な
追
悼
の
場
と
す
る
た

め
、
市
の
現
在
の
取
り
組
み
、
今
後

の
方
向
性
、
見
通
し
は
ど
の
よ
う
な

状
況
か
。

問
広
島
の
原
点
と
も
い
え
る
広
島

城
の
天
守
閣
も
再
建
後
61
年
が
経
過

し
、
こ
こ
数
年
ず
い
ぶ
ん
と
劣
化
が

進
ん
で
い
る
。
木
造
に
よ
る
建
て
替

え
も
含
め
、
広
島
城
天
守
閣
の
保

存
・
継
承
の
在
り
方
に
つ
い
て
、
今

後
検
討
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
と
思

う
が
、ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
か
。

問
崇
高
な
理
念
の
も
と
立
ち
上
げ

ら
れ
た
西
風
新
都
構
想
に
つ
い
て
市

長
の
思
い
を
聞
か
せ
て
ほ
し
い
。

問
住
民
一
人
一
人
が
、
災
害
発
生
時

に
、
い
つ
・
誰
が
・
何
を
す
る
か
、

あ
ら
か
じ
め
、
時
系
列
で
整
理
し
た

防
災
計
画
「
マ
イ・タ
イ
ム
ラ
イ
ン
」

を
各
家
庭
で
作
成
す
る
た
め
に
、
本

市
も
支
援
す
べ
き
と
考
え
る
が
ど
う

か
。

問
本
市
が
ス
マ
ー
ト
シ
テ
ィ
を
推

進
す
る
に
は
、
近
隣
自
治
体
と
の
協

働
が
欠
か
せ
な
い
。
公
共
デ
ー
タ
の

オ
ー
プ
ン
化
お
よ
び
利
活
用
の
推
進

を
広
域
都
市
圏
で
展
開
し
、
地
域
経

済
の
活
性
化
に
取
り
組
む
べ
き
と
考

え
る
が
、
本
市
の
見
解
は
。

問
市
は
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
重

要
性
を
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る

か
。町
内
会
、自
治
会
の
加
入
率
向
上

の
た
め
、市
が
行
っ
て
い
る
取
り
組

み
は
何
か
。

問「
千
年
以
上
に
一
度
」の
豪
雨
が

太
田
川
水
系
を
襲
っ
た
場
合
、海
抜

ゼ
ロ
メ
ー
ト
ル
地
帯
が
多
い
本
市
中

心
部
に
お
い
て
、ど
の
よ
う
な
被
害

が
あ
る
と
想
定
さ
れ
て
い
る
か
。大

規
模
浸
水
を
想
定
し
た
対
策
を
講
じ

て
い
る
か
。

問
サ
ン
フ
レ
ッ
チ
ェ
広
島
が
去
っ

た
後
の
、
広
島
広
域
公
園
の
活
性
化

を
ど
の
よ
う
に
考
え
る
か
。

問
本
市
で
は
、イ
ン
ク
ル
ー
シ
ブ
教

育
シ
ス
テ
ム
構
築
実
践
指
定
校
16

校
に
、専
任
の
特
別
支
援
教
育
コ
ー

デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
が
配
置
さ
れ
て
お

り
、毎
年
少
し
ず
つ
増
や
し
て
い
る

と
聞
い
て
い
る
が
、今
後
は
ど
の
よ

う
に
考
え
て
い
る
か
。

答
本
市
に
平
和
推
進
に
深
く
関
わ

る
国
連
機
関
等
が
設
置
さ
れ
る
こ

と
に
な
れ
ば
、
平
和
の
発
信
力
や
、

国
際
会
議
誘
致
の
可
能
性
が
高
ま

り
、「
迎
え
る
平
和
」
を
掲
げ
る
本

市
に
と
っ
て
非
常
に
意
義
が
大
き

い
と
考
え
て
お
り
、
国
連
機
関
等

の
海
外
拠
点
設
置
の
動
向
等
に
つ

い
て
情
報
収
集
し
て
き
た
。

　

今
後
も
引
き
続
き
外
務
省
等
と

の
連
携
を
密
に
情
報
収
集
や
状
況

を
調
査
し
、
費
用
対
効
果
も
考
慮

し
な
が
ら
誘
致
に
向
け
た
取
り
組

み
を
検
討
し
た
い
。

答
昨
年
の
式
典
当
日
に
実
施
し
た

参
列
者
を
対
象
と
し
た
ア
ン
ケ
ー

ト
結
果
を
受
け
、
デ
モ
の
実
施
団

体
に
協
力
を
要
請
し
回
答
を
求
め

た
結
果
、
団
体
か
ら
ア
ン
ケ
ー
ト

調
査
票
及
び
音
量
測
定
記
録
等
の

開
示
を
要
望
さ
れ
た
。

　

本
市
と
し
て
は
、
条
例
に
よ
る

規
制
以
外
の
方
法
で
解
決
で
き
る

の
で
あ
れ
ば
、
そ
れ
が
最
善
と
考

え
る
。
要
請
が
あ
っ
た
情
報
開
示

も
含
め
、
今
後
も
団
体
と
協
議
を

進
め
て
い
く
。

答
有
識
者
か
ら
構
成
す
る
懇
談
会

で
現
状
と
課
題
や
今
後
の
方
向
性

に
つ
い
て
議
論
を
行
う
と
と
も

に
、
本
年
度
耐
震
診
断
調
査
を
実

施
し
て
い
る
。
今
後
、
有
識
者
の

意
見
や
調
査
結
果
を
踏
ま
え
た
上

で
、
耐
震
改
修
ま
た
は
木
造
再
建

な
ど
の
方
向
性
に
つ
い
て
検
討
を

進
め
、
広
島
の
発
展
を
支
え
た
天

守
閣
が
ア
ピ
ー
ル
度
の
高
い
観
光

ス
ポ
ッ
ト
と
な
る
よ
う
取
り
組
ん

で
い
き
た
い
。

答
「
２
０
０
万
人
広
島
都
市
圏
構

想
」
を
確
実
に
実
現
し
て
い
く
上

で
、
本
市
の
広
域
拠
点
の
１
つ
で

あ
る
西
風
新
都
に
お
い
て
は
、「
西

風
新
都
内
の
循
環
」、「
西
風
新
都
・

デ
ル
タ
間
の
循
環
」
を
形
成
す
る

こ
と
に
よ
り
、
ヒ
ト
・
モ
ノ
・
カ

ネ
・
情
報
の
好
循
環
を
生
み
出
し
、

圏
域
経
済
の
発
展
を
牽
引
す
る
た

め
、「
住
み
、
働
き
、
学
び
、
憩
い
、

護
る
」
と
い
う
複
合
機
能
を
備
え

た
ま
ち
づ
く
り
を
さ
ら
に
推
し
進

め
て
い
く
必
要
が
あ
る
と
考
え
て

い
る
。

　

西
風
新
都
の
都
市
づ
く
り
へ
の

思
い
は
市
長
就
任
以
降
、
今
も
変

わ
り
な
い
。

答
議
員
ご
提
案
の
マ
イ
・
タ
イ
ム

ラ
イ
ン
は
、
本
市
の
考
え
を
具
体

化
し
た
取
り
組
み
で
あ
り
、
災
害

の
種
別
に
応
じ
た
居
住
地
の
危
険

性
や
避
難
情
報
発
令
に
基
づ
く
避

難
の
タ
イ
ミ
ン
グ
、
避
難
場
所
な

ど
を
事
前
に
各
家
庭
で
書
き
込
む

「
わ
が
家
の
避
難
シ
ー
ト
」
を
配
布
・

周
知
し
、
マ
イ
・
タ
イ
ム
ラ
イ
ン
を

各
家
庭
で
作
成
し

て
い
た
だ
く
よ
う

支
援
し
た
い
と
考

え
て
い
る
。

答
本
市
は
ビ
ッ
グ
デ
ー
タ
の
オ
ー

プ
ン
化
を
地
域
経
済
の
活
性
化
に

役
立
て
る
方
向
で
官
民
連
携
し
て

取
り
組
み
を
進
め
て
い
る
が
、
さ

ら
に
広
島
広
域
都
市
圏
の
構
成
市

町
全
体
に
広
げ
る
こ
と
で
よ
り
大

き
な
効
果
を
期
待
し
て
い
る
。

　

今
後
も
23
市
町
と
県
で
連
携

し
、
さ
ま
ざ
ま
な
分
野
で
取
り
組

み
を
進
め
て
い
く
。

答
本
市
の
活
性
化
に
は
、
最
も
身

近
な
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
活
性
化

が
大
前
提
に
な
る
と
考
え
て
い
る
。

住
民
自
ら
が
行
動
を
起
こ
す
こ
と

が
必
要
不
可
欠
で
あ
り
、
住
民
主

体
の
活
動
に
よ
っ
て
町
が
活
性
化

し
て
い
く
こ
と
が
理
想
で
あ
る
。

　

町
内
会
・
自
治
会
加
入
率
向
上

の
た
め
、
チ
ラ
シ
を
作
成
・
配
布
、

役
員
へ
新
築
情
報
の
提
供
、
入
居

者
説
明
会
で
、
加
入
を
呼
び
か
け

る
等
を
行
っ
て
い
る
。

答
平
成
29
年
の
中
国
地
方
整
備
局

浸
水
想
定
区
域
図
で
は
、
平
地
部

の
ほ
ぼ
全
域
、
約
７
４
５
０
ヘ
ク

タ
ー
ル
が
浸
水
、
約
28
万
１
３
０
０

世
帯
、
約
57
万
６
千
人
が
被
災
し
、

被
害
額
は
約
21
兆
２
４
２
６
億
円

と
想
定
さ
れ
る
。
本
市
は
避
難
場

所
確
保
等
に
取
り
組
ん
で
お
り
、

５
７
１
施
設
を
活
用
す
る
方
向
で

関
係
部
局
と
調
整
し
て
い
る
。

答
広
島
広
域
公
園
は
、
国
際
的
・

全
国
規
模
の
ス
ポ
ー
ツ
イ
ベ
ン
ト

や
大
規
模
な
野
外
コ
ン
サ
ー
ト
等

に
利
用
さ
れ
て
お
り
、
本
市
の
活

力
を
高
め
、
賑
わ
い
を
創
出
す
る

た
め
に
大
変
重
要
な
施
設
と
な
っ

て
い
る
。
引
き
続
き
国
際
的
・
全

国
的
な
ス
ポ
ー

ツ
大
会
誘
致
に

向
け
、
必
要
な

施
設
の
改
修
等

に
積
極
的
に
取

り
組
む
。　

答
本
年
度
、
小
学
校
８
校
、
中
学

校
８
校
の
計
16
校
を
指
定
し
、
専

任
の
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
を
配
置

し
て
実
践
研
究
を
行
っ
て
い
る
。

　

特
別
な
教
育
的
支
援
が
必
要
な

児
童
生
徒
等
は
年
々
増
加
し
て
お

り
、
今
後
も
成
果
を
踏
ま
え
な
が

ら
、
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
の
配
置

の
拡
大
に
努
め
て
い
く
。

広
島
市
を
ア
ジ
ア
の
ジ
ュ
ネ
ー
ブ
に

す
る

西
風
新
都
に
つ
い
て

平
和
記
念
式
典
に
静
謐
な
環
境
を

広
島
城
天
守
閣
の
建
て
替
え
問
題

地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
活
性
化
を

ビ
ッ
グ
デ
ー
タ
の
オ
ー
プ
ン
化
を

太
田
川
氾
濫
に
向
け
て
の
対
策

広
島
広
域
公
園
に
つ
い
て

イ
ン
ク
ル
ー
シ
ブ
教
育
の
推
進
を

●児童相談所虐待対応ダイヤル１８９（イチハヤク）
　虐待かもと思った時など、通話料無料ですぐに児童相談所に通告・相談ができ
る全国共通の電話番号。かけると近くの児童相談所につながる。

●まちぐるみ「教育の絆」プロジェクト事業
　学校と家庭・地域の連携・協力によりまちぐるみで教育に取り組む事業。
　事業実施校は、学校による地域貢献活動や家庭・地域による教育支援活動を行
い、教育支援活動の１つである放課後学習会においては、インターネット回線を
利用した学習支援システムを利用し、生徒の学力向上を図っている。

●ＰＨＲ（Personal Health Record） 
　個人の健康診断結果や服薬履歴等の健康等情報を、電子記録として、本人や家
族が正確に把握するための仕組み。

●インクルーシブ教育
　障害者等が積極的に参加・貢献していくことができる共生社会の形成に向け
て、障害のある者と障害のない者が共に学ぶ仕組み。

本文中に赤表記した用語を解説しています用 語 解 説

マ
イ
・
タ
イ
ム
ラ
イ
ン
の
推
進
を

広島広域公園


